
新
年
明
け
ま
し
て

　
　 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

昨
年
10
月
よ
り
税
率
10
％
へ
の
消
費
税
増
税
が
実
施
さ
れ
、

私
た
ち
の
生
活
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
ま
し
た
。
メ
デ
ィ
ア
は

い
か
に
ポ
イ
ン
ト
還
元
制
度
を
う
ま
く
活
用
す
る
か
と
い
う
こ

と
を
盛
ん
に
報
道
し
ま
し
た
が
、
消
費
税
の
本
質
に
は
触
れ
ま

せ
ん
。「
こ
れ
は
社
会
保
障
に
使
わ
れ
る
の
だ
か
ら
、
必
要
な

税
だ
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
答
え
て
お
ら

れ
る
市
民
の
方
が
ま
だ
お
ら
れ
ま
す
。
言
う
ま
で
も
な
く
こ
れ

は
フ
ェ
イ
ク
で
あ
り
、
事
実
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
消
費
税
増
税

分
は
社
会
保
障
の
財
源
確
保
に
使
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、

大
企
業
の
法
人
税
や
富
裕
層
の
減
税
の
穴
埋
め
に
使
わ
れ
て
い

る
の
で
す
。

　

消
費
税
が
導
入
さ
れ
て
か
ら
の
31
年
間
、
社
会
保
障
制
度
は

よ
く
な
る
ど
こ
ろ
か
、
改
悪
に
次
ぐ
改
悪
の
連
続
で
あ
っ
た
こ

と
が
そ
の
証
明
で
す
。
民
医
連
は
格
差
と
貧
困
を
拡
大
さ
せ
る

消
費
税
の
増
税
に
反
対
の
立
場
で
す
。
消
費
税
10
％
引
き
上
げ

廃
止
の
声
を
ひ
ろ
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
安
倍
9
条
改

憲
反
対
の
運
動
を
粘
り
強
く
行
い
、
改
憲
の
企
て
を
阻
止
し
ま

し
ょ
う
。

　

岡
山
県
連
の
医
療
福
祉
分
野
の
活
動
に
お
い
て
は
、
昨
年
災

害
対
策
委
員
会
を
発
足
し
ま
し
た
。
今
後
、
県
連
防
災
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
改
訂
を
行
う
予
定
で
す
。
ま
た
昨
年
の
認
知
症
懇
話
会

の
成
功
に
続
け
て
、
認
知
症
へ
の
取

り
組
み
の
さ
ら
な
る
強
化
を
図
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

岡
山
県
民
主
医
療
機
関
連
合
会

会
　
長
　
藤
田
　
文
博
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20202020岡山県民医連
　昨年の4月に入職をさせていただきま
した。新しい仲間、新しい職場、何より当
事者やご家族との新しい関わり。全てが
0から始まる新しい出会いの年でした。
今年から2年目ということで、より一層、
自分の考えを持って動いていきたいと
思っています。

　そして、0が1や
2になれるような
ガンバリをコツコ
ツとし、自分ちょっ
と成長したかな？
と思える1年にし
ていきたいと思い
ます。

林道倫精神科神経科病院　精神保健福祉士　小松原　航

　あけまし
ておめでと

うございま
す。

本年も宜し
くお願いい

たします。

　こうして
、新年を迎え

ることをた
いへん

喜ばしく思
います。福祉

の仕事に就
き、１５

年が経ちま
す。近年、介

護の施設職
員に求

められてい
るものは幅

広く、大きく
変わって

きているこ
とを感じま

す。より多く
の方々、

物事と関わ
り、自身

の視野を広
げ、求

められてい
るもの

を知ること
で介護・

福祉の専門
職とし

て地域福祉
に携わ

れるよう努
力、精進

したいと思
います。

ケアハウス
あかね　生

活支援部介
護主任　小田　

誠

　自分たち
の手で民医

連の看護師
を育

てたいとの
願いから始

まり、ソワニ
エ看

護専門学校
は昨年、創

立２５周年を
迎え

ました。実
習を受け入

れてくださ
る事業

所の皆さま
のお力添え

もあり、今
では、

約８００人の
卒業生が県

連内をはじ
め、全

国各地で活
躍していま

す。今後も
、民医

連の後継者
として

社会に貢献
できる

人を育てて
いくた

めに、職員
一同頑

張ります！

　看護師を
目指し

ている方が
いらっ

しゃったら
ぜひ紹

介してくだ
さい！！

ソワニエ看
護専門学校

　校長　木村　
高清

　1年目は右も左も
分からず上級医の

先生や病院のスタッフ
に助けられながら

日々の業務をこなして
いました。

　しかし、約１年が経
ち、知識も若干で

はありますが増えて
きたので今以上に

病院に貢献できるよ
うに努力していき

たいと思います。また
2年目からは、1年

目研修医もはいっ

てくるので2年目

という自覚を持

ち、自分で考え、

病棟スタッフの助

けになれるように

努力していきたい

と思います。　　

岡山協立病院　医師　竹鼻　良
樹

　平成から令和へ、新しい元号になっても特に何も変わらない…と思っていた私ですが、６月に管理者となり、慣れない業務に追われる日々が続きました。職場の上司、スタッフに助けてもらいながら、ばたばたしながらもなんとか令和元年をのりきることができました。令和２年は、少し気持ちに余裕をもって、とりあえず目の前のことから一つひとつ
の気持ちでやっていきたいです。そしていつものように、笑顔で訪問に向かえるように頑張りたいと思います。訪問看護ステーションひまわり　所長　壽　瑞穂　新年の抱負をお願いします、と依頼

を受け、何がいいかなあ、と考えてひと
つは「書類を期日までに美しく早く仕上
げる」にします。　他には、とネット検索すると“おすす
めの抱負5選”なるものが出てきて、こ
んなものまで調べられるのだなと、妙に感心。

　その中で「幸福感を高める」「嫌なことはしない」が良いと思い、採用させていただきます。皆様にとって良いお年になりますよう。
林道倫精神科神経科病院　医師　岡本　大樹

　201
9年は新

人として
日本で

働くとい

う、はじ
めてだら

けの新
生活でし

た。

　異国
で働い

て慣れ
るのは

随分と
時間

がかか
りました

が、今は
慣れて

楽しく頑

張ってい
ます。

　今年
は com

mon d
isease

 をきち
ん

と診られ
るように

研鑽を積
み、手技

・検査

などを一
人前に

で

きるよ
うにな

りた

いと感じ
ています

。

　また
、岡山弁

の

上達を
図り、地

域

の方々
が健康

に過

ごせる
ように

、そ

の助け
になりた

い

と思って
います。

水島協
同病院

　医師　許
　家琪

　私にとって2019年は、新社会人とし
て初めて社会に出て働く年でした。その
ため、常に覚える・慣れることの連続で、
時間が過ぎるのが早く感じました。
　看護師として働かせて頂いています
が、患者さんの回復していく過程や姿、
笑顔をみるととてもやりがいを感じま

す。学生時代、看
護師は生涯勉強
であると学び働い
ている今、身に染
みて実感していま
す。今年も多くの
技術習得を目指し
て、成長の年にし
ていきたいです。

水島協同病院　看護師　福囿　緋里

　2000年のミレニアムの突入から20年という節目の年を迎
え、岡山協立病院も開設60周年を迎えます。病院リニューア
ルが大きく遅れていますが今年こそは、みんなの夢をのせて
計画が発進できるようにしていきたいと思います。また、地域
からも職員からも愛される病院づくりを進めていきたいと思
います。
　個人的には、子供たちがそれぞれいい年（特に長男）なので、

新しい家族の単位を作って
くれればと思っています。ま
た、再度、富士山に挑戦する
か、人生で初めての海外旅
行に行くことができるかで
すが、何よりも健康でなけれ
ばできないので、今年も病
気知らずで元気に過ごせる
ことが最大の目標です。

岡山協立病院　事務長　栗林　悟

新年の抱負・夢を語ろう

こ まつ ばら　 わたる

くりばやし　さとる
ふく ぞの　  あか り

お　だ　　
まこと

き  むら　
  たかきよ

ことぶき   みず え

おかもと　   だいじゅ

きょ　
　  か　

き

たけ はな　　よし 
き
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20202020岡山県民医連
　昨年の4月に入職をさせていただきま
した。新しい仲間、新しい職場、何より当
事者やご家族との新しい関わり。全てが
0から始まる新しい出会いの年でした。
今年から2年目ということで、より一層、
自分の考えを持って動いていきたいと
思っています。

　そして、0が1や
2になれるような
ガンバリをコツコ
ツとし、自分ちょっ
と成長したかな？
と思える1年にし
ていきたいと思い
ます。

林道倫精神科神経科病院　精神保健福祉士　小松原　航

　あけまし
ておめでと

うございま
す。

本年も宜し
くお願いい

たします。

　こうして
、新年を迎え

ることをた
いへん

喜ばしく思
います。福祉

の仕事に就
き、１５

年が経ちま
す。近年、介

護の施設職
員に求

められてい
るものは幅

広く、大きく
変わって

きているこ
とを感じま

す。より多く
の方々、

物事と関わ
り、自身

の視野を広
げ、求

められてい
るもの

を知ること
で介護・

福祉の専門
職とし

て地域福祉
に携わ

れるよう努
力、精進

したいと思
います。

ケアハウス
あかね　生

活支援部介
護主任　小田　

誠

　自分たち
の手で民医

連の看護師
を育

てたいとの
願いから始

まり、ソワニ
エ看

護専門学校
は昨年、創

立２５周年を
迎え

ました。実
習を受け入

れてくださ
る事業

所の皆さま
のお力添え

もあり、今
では、

約８００人の
卒業生が県

連内をはじ
め、全

国各地で活
躍していま

す。今後も
、民医

連の後継者
として

社会に貢献
できる

人を育てて
いくた

めに、職員
一同頑

張ります！

　看護師を
目指し

ている方が
いらっ

しゃったら
ぜひ紹

介してくだ
さい！！

ソワニエ看
護専門学校

　校長　木村　
高清

　1年目は右も左も
分からず上級医の

先生や病院のスタッフ
に助けられながら

日々の業務をこなして
いました。

　しかし、約１年が経
ち、知識も若干で

はありますが増えて
きたので今以上に

病院に貢献できるよ
うに努力していき

たいと思います。また
2年目からは、1年

目研修医もはいっ

てくるので2年目

という自覚を持

ち、自分で考え、

病棟スタッフの助

けになれるように

努力していきたい

と思います。　　

岡山協立病院　医師　竹鼻　良
樹

　平成から令和へ、新しい元号になっても特に何も変わらない…と思っていた私ですが、６月に管理者となり、慣れない業務に追われる日々が続きました。職場の上司、スタッフに助けてもらいながら、ばたばたしながらもなんとか令和元年をのりきることができました。令和２年は、少し気持ちに余裕をもって、とりあえず目の前のことから一つひとつ
の気持ちでやっていきたいです。そしていつものように、笑顔で訪問に向かえるように頑張りたいと思います。訪問看護ステーションひまわり　所長　壽　瑞穂　新年の抱負をお願いします、と依頼

を受け、何がいいかなあ、と考えてひと
つは「書類を期日までに美しく早く仕上
げる」にします。　他には、とネット検索すると“おすす
めの抱負5選”なるものが出てきて、こ
んなものまで調べられるのだなと、妙に感心。

　その中で「幸福感を高める」「嫌なことはしない」が良いと思い、採用させていただきます。皆様にとって良いお年になりますよう。
林道倫精神科神経科病院　医師　岡本　大樹

　201
9年は新

人として
日本で

働くとい

う、はじ
めてだら

けの新
生活でし

た。

　異国
で働い

て慣れ
るのは

随分と
時間

がかか
りました

が、今は
慣れて

楽しく頑

張ってい
ます。

　今年
は com

mon d
isease

 をきち
ん

と診られ
るように

研鑽を積
み、手技

・検査

などを一
人前に

で

きるよ
うにな

りた

いと感じ
ています

。

　また
、岡山弁

の

上達を
図り、地

域

の方々
が健康

に過

ごせる
ように

、そ

の助け
になりた

い

と思って
います。

水島協
同病院

　医師　許
　家琪

　私にとって2019年は、新社会人とし
て初めて社会に出て働く年でした。その
ため、常に覚える・慣れることの連続で、
時間が過ぎるのが早く感じました。
　看護師として働かせて頂いています
が、患者さんの回復していく過程や姿、
笑顔をみるととてもやりがいを感じま

す。学生時代、看
護師は生涯勉強
であると学び働い
ている今、身に染
みて実感していま
す。今年も多くの
技術習得を目指し
て、成長の年にし
ていきたいです。

水島協同病院　看護師　福囿　緋里

　2000年のミレニアムの突入から20年という節目の年を迎
え、岡山協立病院も開設60周年を迎えます。病院リニューア
ルが大きく遅れていますが今年こそは、みんなの夢をのせて
計画が発進できるようにしていきたいと思います。また、地域
からも職員からも愛される病院づくりを進めていきたいと思
います。
　個人的には、子供たちがそれぞれいい年（特に長男）なので、

新しい家族の単位を作って
くれればと思っています。ま
た、再度、富士山に挑戦する
か、人生で初めての海外旅
行に行くことができるかで
すが、何よりも健康でなけれ
ばできないので、今年も病
気知らずで元気に過ごせる
ことが最大の目標です。

岡山協立病院　事務長　栗林　悟

新年の抱負・夢を語ろう

こ まつ ばら　 わたる

くりばやし　さとる
ふく ぞの　  あか り

お　だ　　
まこと

き  むら　
  たかきよ

ことぶき   みず え

おかもと　   だいじゅ

きょ　
　  か　

き

たけ はな　　よし 
き

お か や ま 民 医 連（3）2020 年 1 月号



　

10
月
末
に
岐
阜
県
で
開
催
さ
れ
た
全
国

ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
へ
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

台
風
の
影
響
で
例
年
よ
り
は
参
加
者
が
少

な
い
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
約

６
０
０
名
と
い
う
多
く
の
青
年
職
員
が
全

国
か
ら
集
ま
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
班
内
の
仲
を
一
気
に
深
め
て
し

ま
お
う
！
と
い
う
実
行
委
員
の
意
向
に
よ

り
1
日
目
に
大
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
お
か
げ
で
自
然
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
で
き
、
夕
食
時
の

会
話
も
弾
み
、
Ｓ
Ｇ
Ｄ
の
意
見
交
換
も
か

な
り
ス
ム
ー
ズ
で
終
始
充
実
し
た
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

2
日
目
の
学
習
講
演
で
は
白
神
弁
護
士

　
「
理
解
し
合
え
る
職
場
づ
く

り
の
た
め
に
知
っ
て
ほ
し
い
こ

と
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
青

年
職
員
の
育
成
を
す
す
め
る
交

流
集
会
（
11
月
30
日
、
ソ
ワ
ニ

エ
看
護
専
門
学
校
）
を
開
催
。

青
年
職
員
と
職
責
者
29
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

Ｅ
Ａ
Ｐ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー

ム
・
野
﨑
詩
織
臨
床
心
理
士
の

講
義
「
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
」
で
は
、

の
び
太
（
い
じ
い
じ
）・
し
ず
か

（
さ
わ
や
か
）・
ジ
ャ
イ
ア
ン
（
い

　

10
月
4
日
か
ら
5
日
に
中
四

地
協
か
ら
46
名
の
看
護
主
任
が

よ
り
「
な
ぜ
憲
法
が
必
要
な
の
か
？
そ
も

そ
も
憲
法
と
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
？
」

と
い
っ
た
内
容
の
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
夜
の
Ｓ
Ｇ
Ｄ
は
か
な
り
盛
り
上
が
り
、

「
憲
法
は
単
な
る
法
律
の
一
種
だ
と
思
っ
て

い
た
」「
講
演
を
う
の
み
に
す
る
だ
け
で
な

く
、
改
憲
派
・
改
憲
反
対
派
・
中
立
の
全

部
の
主
張
を
聞
い
て
、
そ
の
上
で
自
分
の

考
え
を
持
て
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
な
ど

の
意
見
が
挙
が
り
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
水
の
町
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
郡
上
へ
行
き
ま
し
た
。

郡
上
踊
り
や
食
品
サ
ン
プ
ル
づ
く
り
、
食

べ
歩
き
や
買
い
物
で
班
員
と
交
流
を
深
め

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
名
前
も
知
ら
な

か
っ
た
土
地
を
自
分

の
足
で
歩
き
、
文
化

を
見
て
回
る
の
は
と

て
も
楽
し
く
、
何
を

す
る
に
も
実
際
に
見

て
み
る
・
や
っ
て
み

る
と
い
う
の
は
大
き

な
学
び
に
な
る
な
と

感
じ
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
会
場
を

後
に
す
る
時
は
、
私

の
班
は
も
ち
ろ
ん
あ

ち
こ
ち
か
ら
別
れ
を

惜
し
む
声
が
上
が

り
、
な
か
に
は
涙
す

る
人
も
見
受
け
ら
れ

ま
し
た
。
た
っ
た
の

3
日
間
で
し
た
が
、

本
当
に
楽
し
く
て
か

集
ま
り
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
研
修
目
標
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
職

場
作
り
に
活
か
す
事
と
地
協
主

任
集
団
の
交
流
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
作
り
で
し
た
。

　

川
崎
医
療
福
祉
大
学　

谷
原

弘
之
教
授
よ
り
「
心
が
折
れ
な

い
人
間
関
係
作
り
」
と
題
し
た

講
演
を
聴
き
ま
し
た
。コ
ー
チ
ン

グ
や
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
、
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
の
視
点
を
中
心
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
や
ス
ト

レ
ス
に
強
く
な
る
思
考
過
程
な

ど
職
場
で
活
用
で
き
る
多
く
の

内
容
を
学
び
ま
し
た
。
特
に
「
Ⅰ

メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
活
用
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
法
は
共
感
で

き
、
帰
任
後
に
実
践
し
た
い
と
の

“人
と
人
、

“人
と
人
、
現現いい

在在まま

とと
未
来
未
来
を
つ
な
ぐ
”

を
つ
な
ぐ
”

清
流
の
国

清
流
の
国
ぎ
ふ
ぎ
ふ
こ
や
あ

こ
や
あ

立
場
立
場
やや
世
代
世
代
のの
違
い
違
い
をを
こ
え
た
交
流

こ
え
た
交
流
のの
場場
にに

～
青
年
職
員
の
育
成
を
す
す
め
る
交
流
集
会

    

職
場
作
り
に
活
か
そ
う

職
場
作
り
に
活
か
そ
う    

〜
中
四
地
協
看
護
主
任
研
修

国際交流センターで 2日間行われました。

気持ちをひとつに、玉送りゲーム
ユーモラスな講演に耳を傾け

ば
り
や
）
の
う
ち
自
分
が
あ
て

は
ま
る
パ
タ
ー
ン
を
知
り
、
自
分

も
相
手
も
大
切
に
で
き
る
し
ず

か
タ
イ
プ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
め
ざ
そ
う
と
学
び
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
青
年
職

員
と
職
責
者
が
お
互
い
の
思
い
や

考
え
も
含
め
て
交
流
し
、
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

後
半
は
、
あ
る
あ
る
川
柳
の

投
票
と
、
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
活
動

の
現
状
（
法
人
新
人
交
流
会
な

ど
新
し
い
活
動
を
始
め
た
中
央

福
祉
会
、
具
体
的
な
援
助
を
す

す
め
た
林
、全
国
Ｊ
Ｂ 

in
岐
阜
）

に
つ
い
て
、
平
和
ゼ
ミ
卒
業
生

ア
ン
ケ
ー
ト
、
青
年
職
員
離
職

状
況
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、ア
サ
ー
シ
ョ

ン
と
青
年
職
員
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
、
事
業
所
に
持
ち
帰

り
共
有
し
た
い
と
の
感
想
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

　

大
坂　

圭
子

（
岡
山
県
民
医
連
事
務
局
）

け
が
え
の
な
い
時
間
で
し
た
。
カ
ン
パ
を
は

じ
め
と
し
た
財
活
に
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た

皆
様
、
快
く
送
り
出
し
て
下
さ
っ
た
各
院
所

の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　

吉
田　

幸
奈

（
林
道
倫
精
神
科
神
経
科
病
院
）

～
全
国
青
年
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
in
岐
阜

意
見
も
多
く
出
て
い
ま
し
た
。

　

2
日
目
は
広
島
、
鳥
取
、
徳

島
、
岡
山
の
実
践
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
困
難
状
況
の
な
か
で
も

成
果
を
感
じ
る
報
告
に
、
参
加

し
た
主
任
た
ち
は
勇
気
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。
講
演
と
実
践
報
告

を
受
け
て
の
グ
ル
ー
プ
討
議
で

は
、
抱
え
て
い
る
問
題
を
共
有
し

な
が
ら
こ
ん
な
方
法
で
し
て
み
て

は
…
な
ど
改
善
提
案
も
多
く
あ

り
実
り
あ
る
も
の
で
し
た
。
夕
食

交
流
会
含
め
、
地
協
の
主
任
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
受
け
、
期
待
で
き
る

2
日
間
で
し
た
。
私
の
立
場
で
主

任
集
団
と
共
に
働
い
て
い
き
た
い

と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

佐
藤　

修

（
林
道
倫
精
神
科
神
経
科
病
院
）

たった 3日間でも、こんなに仲良くなりました。
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